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Abstract

• Background
• 𝒍𝒐𝒈𝑴⋆と𝒍𝒐𝒈(𝑺𝑭𝑹)は直線的な関係を持つ
⇨しかし⾼質量の銀河(𝒍𝒐𝒈𝑴⋆ 𝑴⊙ ≥ 𝟏𝟎. 𝟓)では、低質量銀河の関係
を外挿した時よりも低いSFRを持つ(SFMSのbending)
• SFR、銀河の形態、スピンパラメータには関連性がある

⇨本研究では、IFS データを⽤いてSFMS全体の運動学的な傾向を調
べ、SFMS上とそれから離れている両⽅の銀河のスピンパラメータを
⽐較する。

• データと⼿法
• Sample
GSWLC-2にマッチした、SAMI,MaNGAの5733銀河のうち、𝑹𝒆よ
りPSFのHWHMより⼩さいものと、1𝑹𝒆以内のスパクセルが20%以
上マスクされたもの(MaNGAのみ)をカットした3289銀河

• スピンパラメータ𝝀𝑹

• SFMS
GSWLC-2の銀河のうち
を満たすような銀河についてscipyのoptimize.curvefitを⽤いて
フィットした曲線

• 結果と議論
• 図6,7より、主系列上の銀河(ΔMS=±0.25dex)が円盤銀河を⽰す

に⼊っている
⇨主系列は回転⽀持された円盤銀河 ※最⾼質量ビンを除く
• 図7のMaNGAではΔMS=0での𝝀𝑹𝒆に質量依存性
⇨⾼質量の銀河は短いディスクスケール⻑で回転曲線のピークを迎え
る(Catinella et al. 2006)ことを⽀持
• ΔMS>0のところでは明らかに相互作⽤している銀河を除くと𝝀𝑹𝒆
はほぼ⼀定で円盤銀河の値を持つ ※最⼩、最⼤質量ビンを除く
⇨バルジはΔMS>0の領域で成⻑しているという証拠は⾒られない
⇨これはcompactation senarioを否定するものではない
⇨回転⽀持の性質を壊さないようにガス注⼊が起きれば良い

• この結果は以下の⼆つのシナリオと合う
1. クエンチが起きてから形態変化が起こる(SFMSから外れて

から𝝀𝑹𝒆の減少が起こる)
2. クエンチと形態変化は同時に起こるが形態変化はクエンチ

に⽐べて⼗分ゆっくり起こる
• ΔMS<0の領域では質量が⼤きくなるに従って𝝀𝑹𝒆 − ∆𝑴𝑺の傾きが

急峻になる
1. 分散⽀持構造の優位性の⾼まり
2. 低sSFRでのSFR指標の信頼性の低さ
3. ⾼質量でのバイモーダリティの消失とSFMSのbendingに

が原因の分散⽀持銀河による𝝀𝑹𝒆測定の汚染

• 図8によると、𝒍𝒐𝒈𝑴⋆[𝑴⊙] > 𝟏𝟎では低𝝀𝑹𝒆がSFMSからΔMS<0
側に逸脱し始め、 𝒍𝒐𝒈𝑴⋆[𝑴⊙] > 𝟏𝟏では⾼𝝀𝑹𝒆銀河がSFMSから
ΔMS>0側に逸脱し始める

1. SFMSのbending領域には分散⽀持の割合が⼤きい銀河が存在
⇨分散主体のバルジが⾼質量のSFMSには既に存在
⇨ 𝝀𝑹𝒆の減少の少なくとも⼀部はバルジ成⻑によると考えられる
2. ⾼質量では分散⽀持の優位な銀河より回転⽀持の優位な銀河の⽅

がSFRが⼤きい
⇨Martig et al.(2009)のmorphological quenchingによって説
明可能


